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(57)【要約】
【課題】本発明は、内燃機関の制御装置に関し、外部負
荷トルクが発生した場合であっても、機関回転数を可及
的に一定に保つことを目的とする。
【解決手段】本発明の内燃機関の制御装置は、点火時期
を補正することにより外部負荷要求に対処する点火時期
補正手段と、筒内に流入する空気量を補正することによ
り外部負荷要求に対処する空気量補正手段とを備える。
外部負荷要求検知時点での点火時期が判定値より遅角側
である場合には、空気量補正手段によらず点火時期補正
手段によって外部負荷要求に対処し、外部負荷要求検知
時点での点火時期が判定値より進角側である場合には、
点火時期補正手段によらず、あるいは点火時期補正手段
とともに、空気量補正手段によって外部負荷要求に対処
する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機関回転数を目標回転数に保つように制御する回転数制御手段と、
　外部負荷要求を検知する検知手段と、
　を備え、
　前記回転数制御手段は、前記検知手段により外部負荷要求が検知された場合に、その検
知時点での点火時期に基づいて、その外部負荷要求に対処する方法を切り替える対処方法
切替手段を含むことを特徴とする内燃機関の制御装置。
【請求項２】
　前記回転数制御手段は、
　点火時期を補正することにより外部負荷要求に対処する点火時期補正手段と、
　筒内に流入する空気量を補正することにより外部負荷要求に対処する空気量補正手段と
、
　を含み、
　前記対処方法切替手段は、前記検知時点での点火時期が判定値より遅角側である場合に
は、前記空気量補正手段によらず前記点火時期補正手段によって外部負荷要求に対処し、
前記検知時点での点火時期が前記判定値より進角側である場合には、前記点火時期補正手
段によらず、あるいは前記点火時期補正手段とともに、前記空気量補正手段によって外部
負荷要求に対処することを特徴とする請求項１記載の内燃機関の制御装置。
【請求項３】
　前記検知手段により外部負荷要求が検知された場合に、その外部負荷要求による外部負
荷トルクが大きい場合ほど、前記判定値を遅角側に設定する判定値設定手段を備えること
を特徴とする請求項２記載の内燃機関の制御装置。
【請求項４】
　前記空気量補正手段によって外部負荷要求に対処する場合に、筒内に流入する空気量の
応答遅れに関する指標を算出する応答遅れ算出手段と、
　前記応答遅れ算出手段の算出結果に基づいて、その外部負荷要求による外部負荷トルク
の立ち上がりを制御する外部負荷制御手段と、
　を備えることを特徴とする請求項２または３記載の内燃機関の制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内燃機関の制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両の停車中にエンジンがアイドル運転をしているときに、振動や騒音、あるいはエン
ジンストールなどを防止するためには、アイドル回転数をなるべく一定に保つことが重要
となる。その要請に応えるため、点火時期によってアイドル回転数をフィードバック制御
する技術が、従来より知られている。特開２００６－９０２１８号公報には、そのフィー
ドバック制御のフィードバックゲインを、自動変速機が駆動レンジにある場合と非駆動レ
ンジにある場合とで異なる値に設定する技術が開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－９０２１８号公報
【特許文献２】特開平５－１０１９２号公報
【特許文献３】実開平３－６０６２号公報
【特許文献４】特開平９－６８０８３号公報
【特許文献５】特開２００２－１３８８８５号公報
【特許文献６】特開昭６３－２３５６４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　アイドル運転中のエンジンの外部負荷トルクは、オルタネータや空調用エアコンプレッ
サなどの補機類のオン・オフや、自動変速機のレンジなどによって、変化する。外部負荷
トルクが発生した場合、上記アイドル回転数フィードバック制御は、通常は、点火時期を
進角してエンジントルクを高めることにより、アイドル回転数を一定に保つように作用す
る。
【０００５】
　しかしながら、外部負荷トルクが発生する前に、点火時期が既にＭＢＴ（Minimum adva
nce for the Best Torque）付近にされている場合もある。例えば、外気温の低いときに
重質燃料が使用されたような場合には、冷間ファーストアイドル時に燃料が蒸発しにくく
、筒内で燃焼に寄与する燃料量が少なくなり易い。その結果、所期のエンジントルクが得
られず、アイドル回転数が目標回転数より低くなる。これに対し、アイドル回転数フィー
ドバック制御は、アイドル回転数を上昇させるべく、点火時期を進角してＭＢＴに近づけ
るように作用する。このような状態のときに、外部負荷トルクが発生すると、点火時期が
既にＭＢＴ付近にあるため、点火時期を変えても、その外部負荷トルクを賄うだけのエン
ジントルクの増大が得られず、その結果、アイドル回転数が落ち込んでしまうという問題
がある。
【０００６】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、外部負荷トルクが発生
した場合であっても、機関回転数を可及的に一定に保つことのできる内燃機関の制御装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の発明は、上記の目的を達成するため、内燃機関の制御装置であって、
　機関回転数を目標回転数に保つように制御する回転数制御手段と、
　外部負荷要求を検知する検知手段と、
　を備え、
　前記回転数制御手段は、前記検知手段により外部負荷要求が検知された場合に、その検
知時点での点火時期に基づいて、その外部負荷要求に対処する方法を切り替える対処方法
切替手段を含むことを特徴とする。
【０００８】
　また、第２の発明は、第１の発明において、
　前記回転数制御手段は、
　点火時期を補正することにより外部負荷要求に対処する点火時期補正手段と、
　筒内に流入する空気量を補正することにより外部負荷要求に対処する空気量補正手段と
、
　を含み、
　前記対処方法切替手段は、前記検知時点での点火時期が判定値より遅角側である場合に
は、前記空気量補正手段によらず前記点火時期補正手段によって外部負荷要求に対処し、
前記検知時点での点火時期が前記判定値より進角側である場合には、前記点火時期補正手
段によらず、あるいは前記点火時期補正手段とともに、前記空気量補正手段によって外部
負荷要求に対処することを特徴とする。
【０００９】
　また、第３の発明は、第２の発明において、
　前記検知手段により外部負荷要求が検知された場合に、その外部負荷要求による外部負
荷トルクが大きい場合ほど、前記判定値を遅角側に設定する判定値設定手段を備えること
を特徴とする。
【００１０】
　また、第４の発明は、第２または第３の発明において、
　前記空気量補正手段によって外部負荷要求に対処する場合に、筒内に流入する空気量の
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応答遅れに関する指標を算出する応答遅れ算出手段と、
　前記応答遅れ算出手段の算出結果に基づいて、その外部負荷要求による外部負荷トルク
の立ち上がりを制御する外部負荷制御手段と、
　を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　第１の発明によれば、機関回転数を目標回転数に保つように制御する場合において、外
部負荷要求が検知された場合に、その検知時点での点火時期に基づいて、その外部負荷要
求に対処する方法を切り替えることができる。外部負荷要求の検知時点で、点火時期が遅
角側にある場合、つまり点火時期進角幅が残されている場合には、迅速なエンジントルク
アップが可能な、点火時期の進角によって外部負荷要求に対処することが好ましい。これ
に対し、外部負荷要求の検知時点で、点火時期が既に進角側にあり、十分な点火時期進角
幅が残されていない場合には、他の方法で外部負荷要求に対処することが必要となる。こ
のようなことから、外部負荷要求に対する最適な対処方法は、外部負荷要求が検知された
ときの点火時期に応じて異なる。第１の発明によれば、外部負荷要求が検知されたときの
点火時期に応じて、その外部負荷要求に対処する方法を切り替えるので、より適切な対処
方法を選択することができる。その結果、機関回転数をより高い精度で目標回転数に維持
することができる。
【００１２】
　第２の発明によれば、外部負荷要求検知時点での点火時期が判定値より遅角側である場
合には、空気量補正手段によらず点火時期補正手段によって外部負荷要求に対処し、外部
負荷要求検知時点での点火時期が上記判定値より進角側である場合には、点火時期補正手
段によらず、あるいは点火時期補正手段とともに、空気量補正手段によって外部負荷要求
に対処することができる。すなわち、第２の発明によれば、外部負荷要求の検知時点で、
点火時期進角幅が残されている場合には、点火時期の進角によって外部負荷要求に対処す
るので、迅速なエンジントルクアップが可能である。このため、機関回転数の落ち込みを
より確実に抑制することができる。一方、外部負荷要求の検知時点で、十分な点火時期進
角幅が残されていない場合には、空気量を補正してエンジントルクをアップすることによ
り、外部負荷要求に対処することができる。このため、外部負荷要求の検知時点で十分な
点火時期進角幅が残されていない場合であっても、機関回転数の落ち込みを十分に抑制し
つつ、外部負荷トルクの入力を迅速に許可することができる。
【００１３】
　第３の発明によれば、第２の発明において、検知された外部負荷要求による外部負荷ト
ルクが大きい場合ほど、上記判定値を遅角側に設定することができる。点火時期補正手段
によって外部負荷要求に対処するためには、外部負荷トルクが大きい場合ほど、それだけ
大きな点火時期進角幅が残されていることが必要となる。第３の発明によれば、このよう
なことに鑑みて、外部負荷トルクの大きさに応じて、上記判定値をより適切な値に設定す
ることができる。
【００１４】
　第４の発明によれば、空気量補正手段によって外部負荷要求に対処する場合に、筒内に
流入する空気量の応答遅れに関する指標を算出し、その算出結果に基づいて、外部負荷要
求による外部負荷トルクの立ち上がりを制御することができる。空気量補正手段によって
エンジントルクをアップさせる場合には、筒内流入空気量に応答遅れが生ずるので、エン
ジントルクにも応答遅れが生ずる。第４の発明によれば、そのエンジントルクの応答遅れ
に合わせて外部負荷トルクの立ち上がりを制御することができるので、機関回転数の落ち
込みをより確実に抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
実施の形態１．
[システム構成の説明]
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　図１は、本発明の実施の形態１のシステムの構成を説明するための図である。図１に示
すシステムは、車両に搭載された内燃機関１０を備えている。内燃機関１０の気筒数およ
び気筒配置は特に限定されるものではない。内燃機関１０の各気筒内には、ピストン１２
が設けられている。各気筒内には、吸気通路１６および排気通路１８が連通している。
【００１６】
　吸気通路１６には、電子制御式のスロットルバルブ２０が設けられている。スロットル
バルブ２０の近傍には、スロットルバルブ２０の開度（以下、「スロットル開度」と称す
る）を検出するスロットルポジションセンサ２２が設けられている。また、排気通路１８
には、排気ガスを浄化するための触媒２６が配置されている。
【００１７】
　内燃機関１０の各気筒には、吸気ポート内に燃料を噴射する燃料インジェクタ２８と、
燃焼室内の混合気に点火するための点火プラグ３０と、吸気弁３２と、排気弁３６とが更
に設けられている。なお、本発明は、図示のようなポート噴射式機関に限らず、筒内直接
噴射式機関や、ポート噴射と筒内直接噴射とを併用する機関にも適用可能である。
【００１８】
　内燃機関１０のクランク軸２４の近傍には、クランク軸２４の回転角度（クランク角）
を検出するためのクランク角センサ４２が設けられている。また、アクセルペダルの近傍
には、アクセルペダル位置を検出するアクセルポジションセンサ４４が設置されている。
【００１９】
　本システムは、ＥＣＵ(Electronic Control Unit)５０を備えている。ＥＣＵ５０には
、上述したスロットルポジションセンサ２２、クランク角センサ４２、アクセルポジショ
ンセンサ４４等の各種センサや、上述したスロットルバルブ２０、燃料インジェクタ２８
、点火プラグ３０等の各種アクチュエータがそれぞれ電気的に接続されている。
【００２０】
　また、ＥＣＵ５０には、オルタネータ５２と、車室内を空調する空調装置５４と、自動
変速機５６とがそれぞれ電気的に接続されている。また、ＥＣＵ５０には、車両で消費さ
れる電力（ワイパー、ブロアモータ、オーディオ等）を表す電気負荷信号が入力される。
ＥＣＵ５０は、電気負荷信号等に基づいて、オルタネータ５４のオン／オフや、オン状態
での発電量を制御する。
【００２１】
［実施の形態１の特徴］
　オルタネータ５２や空調装置５４のコンプレッサは、内燃機関１０によって駆動される
。このため、内燃機関１０のアイドル運転時、オルタネータ５２や、空調装置５４のコン
プレッサがオン状態となると、それらに消費されるトルクが外部負荷トルクとして内燃機
関１０に作用する。また、自動変速機５６のレンジ位置がニュートラルレンジあるいはパ
ーキングレンジから、ドライブレンジあるいはリバースレンジへと切り替えられると、自
動変速機５６内のトルクコンバータが滑り状態となるので、その流体摩擦抵抗が外部負荷
トルクとして内燃機関１０に作用する。
【００２２】
　アイドル運転時、ＥＣＵ５０は、それらの外部負荷トルクに抗して、機関回転数（以下
「アイドル回転数」という）を目標回転数に保つように制御する機能を有している。この
アイドル回転数制御には、点火時期による回転数フィードバック制御（以下「点火時期フ
ィードバック制御」と称する）と、空気量補正制御とが含まれる。
【００２３】
　点火時期フィードバック制御は、実際のアイドル回転数が目標回転数より低い場合には
、点火時期を進角させてエンジントルクを増大させる一方、実際のアイドル回転数が目標
回転数より高い場合には、点火時期を遅角させてエンジントルクを減少させるように作用
する。
【００２４】
　空気量補正制御は、外部負荷要求があった場合に、スロットル開度を大きくして筒内へ
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流入する空気量を増大させてエンジントルクを増大させることにより、外部負荷トルクを
賄いつつアイドル回転数を低下させないように作用する。なお、外部負荷要求とは、本実
施形態の場合には、オルタネータ５２あるいは空調装置５４のコンプレッサをオフ状態か
らオン状態へ切り替えることの要求や、自動変速機５６のシフトレバー位置が「Ｎ」ある
いは「Ｐ」から「Ｄ」あるいは「Ｒ」へ切り替えられたことを示す信号などである。
【００２５】
　点火時期を変更すると、エンジントルクを迅速に変化させることができる。これに対し
、スロットル開度が増大してからスロットルバルブ２０の通過空気量が増加するまでの間
や、スロットルバルブ２０の通過空気量が増大してから筒内流入空気量が増加するまでの
間には、時間遅れが生ずる。このため、スロットル開度を増大させてからエンジントルク
が実際に増大するまでには、時間遅れが生ずる。このようなことから、点火時期フィード
バック制御は、空気量補正制御に比して、即応性に優れるという利点がある。
【００２６】
　ところで、点火時期の進角によって外部負荷要求に対処するためには、その外部負荷要
求の発生時に、点火時期の進角幅が十分に残されていること、すなわち点火時期がＭＢＴ
（Minimum advance for the Best Torque）に比して十分に遅角側にあることが必要であ
る。しかしながら、点火時期フィードバック制御が実行されている場合には、外部負荷要
求の発生時に、点火時期が既にＭＢＴ付近になっている場合もある。例えば、外気温の低
いときに重質燃料が使用されたような場合には、冷間ファーストアイドル時に燃料が蒸発
しにくいため、筒内で燃焼に寄与する燃料量が少なくなり易い。その結果、所期のエンジ
ントルクが得られず、アイドル回転数が目標回転数より低くなる。このため、点火時期フ
ィードバック制御が、アイドル回転数を上昇させるべく、点火時期を進角させるので、点
火時期がＭＢＴ付近となってしまう。このような状態で外部負荷要求が発生した場合には
、点火時期を進角させても、要求される外部負荷トルクを賄うだけのエンジントルクアッ
プが得られない場合がある。
【００２７】
　そこで、本実施形態のアイドル回転数制御では、外部負荷要求が検知された場合に、そ
の外部負荷要求に対し、点火時期フィードバック制御によって対処するか、あるいは空気
量補正制御によって対処するかを、その時点で設定されている点火時期に基づいて選択す
ることとした。図２は、そのような本実施形態のアイドル回転数制御を説明するためのタ
イミングチャートである。
【００２８】
　図２は、時刻t1において外部負荷要求が発生した場合を示している。この時刻t1以前に
おいては、点火時期フィードバック制御が実行されている。図２中、実線は、外部負荷要
求発生時の点火時期が遅角側にある場合を示している。この場合を以下「パターンＡ」と
いう。これに対し、破線は、外部負荷要求発生時の点火時期が進角側にある場合を示して
いる。この場合を以下「パターンＢ」という。
【００２９】
　図２（ｄ）に示すように、パターンＡの場合には、時刻t1において、点火時期の進角幅
が十分に残されている。このため、外部負荷要求に対し、点火時期の進角によって対処す
ることが可能である。そこで、本実施形態では、パターンＡの場合には、外部負荷要求が
検知された時刻t1以降も、点火時期フィードバック制御を継続することとした。これによ
り、図２（ｃ）および（ｄ）に示すように、外部負荷トルクが立ち上がるのに応じて点火
時期が進角されることにより、エンジントルクが増大する。その結果、図２（ａ）に示す
ように、アイドル回転数を可及的に一定に保つことができる。なお、パターンＡの場合に
は、空気量補正制御は実行されないので、図２（ｅ）および（ｆ）に示すように、スロッ
トル開度および筒内流入空気量は一定に維持される。
【００３０】
　これに対し、パターンＢの場合には、図２（ｄ）に示すように、時刻t1において、点火
時期が既にＭＢＴ付近であるので、十分な点火時期進角幅が残されていない。このため、
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外部負荷要求に対し、点火時期の進角のみで対処することは困難である。そこで、本実施
形態では、パターンＢの場合には、外部負荷要求が検知された時刻t1以降は、空気量補正
制御を実行することとした。つまり、この場合には、図２（ｅ）に示すように、外部負荷
要求に応じてスロットル開度が増大され、その結果、図２（ｆ）に示すように、筒内流入
空気量が増加してエンジントルクが増大する。これにより、図２（ａ）に示すように、ア
イドル回転数を可及的に一定に保つことができる。
【００３１】
　パターンＢの場合には、図２（ｅ）および（ｆ）に示すように、スロットル開度が増大
してから筒内流入空気量が実際に増加するまでの間に時間遅れがあるので、エンジントル
クに応答遅れが生ずる。そこで、本実施形態では、パターンＢの場合には、スロットル開
度が増大した後の筒内流入空気量の挙動を推測し、その推測結果に基づいて、スロットル
開度が増大した時刻t1よりやや遅れて外部負荷トルクが立ち上がるように制御することと
した（図２（ｃ）参照）。これにより、エンジントルクの応答遅れによってアイドル回転
数が一時的に落ち込むことを十分に抑制することができる。
【００３２】
［実施の形態１における具体的処理］
　図３および図４は、上記の機能を実現するために本実施形態においてＥＣＵ５０が実行
するルーチンのフローチャートである。これらのルーチンによれば、まず、外部負荷要求
があるか否かが判別される（図３のステップ１００）。ここでは、電気負荷信号や、空調
装置５４のスイッチ、自動変速機５６のシフトレバー位置などに基づいて、外部負荷要求
の有無が判別される。
【００３３】
　上記ステップ１００で、外部負荷要求があると判別された場合には、次に、現在（また
は直前）の点火時期[degBTDC]が所定の閾値（判定値）より小さいか否か、つまり点火時
期が閾値より遅角側であるか否かが判別される（ステップ１０２）。この閾値とは、外部
負荷トルク分のエンジントルクアップが可能な点火時期進角幅が残されているか否かの境
界となるような点火時期に設定されている。
【００３４】
　上記ステップ１０２で、点火時期が閾値より小さい（遅角側である）と判別された場合
は、点火時期フィードバック実行条件フラグがオンのままとされる（ステップ１０４）。
これにより、点火時期フィードバック制御が継続され、点火時期フィードバック制御によ
って外部負荷要求に対処することとなる。すなわち、この場合は、前述した図２中のパタ
ーンＡに相当する。
【００３５】
　これに対し、上記ステップ１０２で、点火時期が閾値より大きい（進角側である）と判
別された場合は、点火時期フィードバック実行条件フラグがオフとされるとともに（ステ
ップ１０６）、空気補正フラグがオンとされる（ステップ１０８）。これにより、点火時
期フィードバック制御は中止され、空気量補正制御が開始される。この場合は、前述した
図２中のパターンＢに相当する。
【００３６】
　空気量補正制御は、図４に示すルーチンによって行われる。このルーチンによれば、ま
ず、空気補正フラグがオンであるか否かが判別され（ステップ１１０）、空気補正フラグ
がオンであることが認められた場合には、スロットル開度が増加方向に補正される（ステ
ップ１１２）。このときのスロットル開度補正量は、予想される外部負荷トルクの大きさ
（以下「外部負荷トルク要求値」という）に応じて設定されることが好ましい。
【００３７】
　次いで、筒内流入空気量のむだ時間および時定数が算出される（ステップ１１４）。こ
のむだ時間とは、図２（ｆ）中のΔT1で表される時間であり、時定数とは、筒内流入空気
量が増加し始めてから最終値に落ち着くまでに要する時間に関する値である。ここでは、
むだ時間および時定数が、外部負荷トルク要求値、スロットル開度、吸入空気量等に基づ
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いて、所定のエアモデルを用いて、算出される。
【００３８】
　続いて、上記ステップ１１４で算出されたむだ時間および時定数に基づいて、外部負荷
トルクの立ち上がりが制御される（ステップ１１６）。ここでは、上記むだ時間および時
定数から求められる応答遅れを伴ったエンジントルクの立ち上がりに合わせて外部負荷ト
ルクが立ち上がるようにするべく、外部負荷トルクの入力タイミング遅延量（図２（ｃ）
中のΔT2）と、外部負荷トルクの立ち上がり勾配との少なくとも一方が制御される。
【００３９】
　以上説明したように、本実施形態によれば、アイドル運転時に外部負荷要求があったと
きに、外部負荷トルク分のエンジントルクアップが可能な点火時期進角幅が残されている
場合には、点火時期フィードバック制御によってその外部負荷要求に対処する。点火時期
フィードバック制御は、即応性に優れるので、この場合には、アイドル回転数を目標回転
数に精度良く維持することができる。
【００４０】
　また、本実施形態によれば、アイドル運転時に外部負荷要求があったときに、外部負荷
トルク分のエンジントルクアップが可能な点火時期進角幅が残されていない場合であって
も、空気量補正制御によってその外部負荷要求に対処することができる。このため、外部
負荷要求があったときに点火時期がＭＢＴ付近にあったような場合であっても、アイドル
回転数の落ち込みを十分に抑制することができる。
【００４１】
　また、本実施形態では、空気量補正制御によって外部負荷要求に対処する場合に、点火
時期フィードバック制御を中止することとしている（図３のステップ１０６）。このため
、空気量補正制御と点火時期フィードバック制御とが干渉することがなく、安定した制御
性が得られる。なお、本発明では、空気量の補正によって外部負荷要求に対処する場合に
、点火時期の補正によって外部負荷要求に対処する制御を継続するようにしてもよい。
【００４２】
　なお、本実施形態では、上記ステップ１０２の閾値を、外部負荷トルク要求値に応じて
変化させてもよい。すなわち、外部負荷トルク要求値が大きいほど、それに対処するため
に必要な点火時期進角幅が大きくなるので、閾値を遅角側に設定することが好ましい。一
方、外部負荷トルク要求値が小さい場合には、点火時期進角幅は少なくて済むので、閾値
を進角側に設定することが好ましい。
【００４３】
　また、本発明では、外部負荷トルク要求値が大きい場合（例えば、複数の電気負荷が重
なったような場合）には、点火時期フィードバック制御と空気量補正制御との両方を用い
て外部負荷要求に対処するようにしてもよい。すなわち、点火時期の進角によって賄える
エンジントルクアップで足りない分を、空気量補正制御によるエンジントルクアップで賄
うようにしてもよい。その場合、点火時期の進角によるエンジントルクアップは迅速な応
答性を有するが、空気量補正制御によるエンジントルクアップには応答遅れが生ずる。そ
こで、複数の電気負荷に優先順位を付し、その順番で電気負荷の入力を順次許可するよう
にすることにより、エンジントルクアップの立ち上がり方に合わせて外部負荷トルクの立
ち上がり方を制御するようにしてもよい。これにより、外部負荷トルク要求値が大きい場
合であっても、アイドル回転数の落ち込みをより確実に防止することができる。
【００４４】
　また、本実施形態のシステムでは、空気量補正制御の場合、スロットルバルブ２０によ
って空気量を補正しているが、本発明では、空気量補正に用いるアクチュエータはスロッ
トルバルブ２０に限定されるものではない。例えば、吸気弁３２の作用角やリフト量を連
続的に可変とする可変動弁装置を備えた内燃機関の場合には、吸気弁３２の作用角やリフ
ト量を変化させることによって空気量を補正してもよい。
【００４５】
　また、上述した実施の形態１においては、ＥＣＵ５０が、上述した点火時期フィードバ
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御手段」が、上記ステップ１００の処理を実行することにより前記第１の発明における「
検知手段」が、上記ステップ１０２～１０８の処理を実行することにより前記第１の発明
における「対処方法切替手段」が、上述した点火時期フィードバック制御を実行すること
により前記第２の発明における「点火時期補正手段」が、上述した空気量補正制御を実行
することにより前記第２の発明における「空気量補正手段」が、外部負荷トルク要求値が
大きいほど上記閾値を遅角側に設定することにより前記第３の発明における「判定値設定
手段」が、上記ステップ１１４の処理を実行することにより前記第４の発明における「応
答遅れ算出手段」が、上記ステップ１１６の処理を実行することにより前記第４の発明に
おける「外部負荷制御手段」が、それぞれ実現されている。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の実施の形態１のシステム構成を説明するための図である。
【図２】本発明の実施の形態１のアイドル回転数制御を説明するためのタイミングチャー
トである。
【図３】本発明の実施の形態１において実行されるルーチンのフローチャートである。
【図４】本発明の実施の形態１において実行されるルーチンのフローチャートである。
【符号の説明】
【００４７】
１０　内燃機関
１２　ピストン
１６　吸気通路
１８　排気通路
２０　スロットルバルブ
２６　触媒
３２　吸気弁
３６　排気弁
５０　ＥＣＵ
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